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トマス・インモース教授の研究によると， 1605年から1836年にかけて，
全ヨーロッパのカトリック地域に日本の切支丹大名たちを題材とした劇の
上演記録は160件以上にのぼるとのことである.1しかし，ドイツ文学の
作品として最初に「日本」の名を書き記したのは，やはりバロック時代に
出版されたグリンメルスハウゼンの『阿呆物語』 (Grimmelshausen::SW-
P此畑加"s,1669)であろう．これにはわずかに「日本」 (Japonia)と「日
本人」(Japonier)という名が出てくるだけである．スペインのピカロ小説
が此頃ドイツへ輸入され，グリンメルスハウゼンがその影響のもとに書い
たと言われている所から見れば， スペインで上演されたバロック劇に日本
人が主人公を演じた事でもあり， 日本の名も伝わっていたであろう．ゲー
テ時代になってウイーラント (ChristiophMartinWielandl733-1813)の
『黄金の鏡」D"gり""e"jagF/が1772年に出た．詳しく書けば『黄金の
鏡，或はシェシアンの王たち， シェシアン語からウィーラントの翻訳した
真実の物語』とあって「鏡を覗くように観察することを命ずる」という紀
元前2世紀のローマの喜劇詩人テレンティウスの言葉と思われる句が添え
てある．
最初に「中国の翻訳者の皇帝タイ・ツーに献げる言葉」がある．陛下の
切なる希望は国民を幸福にするというにも拘らず，正義その他の美名のも
’
｜
’
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’とに幾多のそれに反することが行なわれている．正直者を昇進させたとお
信じになっていても，実は恥ずべき偽善者であることもある．天の御子
よ，ひたすらに欺朧の術を達成しようとする者がいかに多いことであろう
か． これを見破る熟練した眼光を持ち得るためには，人類の知恵と愚行と
の又は真実と欺隔との歴史を探求するに優る手段はない． この忠実な鏡の
中にこそ現在の複雑な状況の中にある我々の誤った批判から脱け出た人
間，道徳，時代が見られるのである．熱狂者の目をくらませている魔法の
霧にかかると孔子でも欺備者と言われるかも知れない． この歴史の真実を
確信して政務の余暇を過去の歴史の研究に割いて人類の幸福と悲惨の根元
を見極めてほしい．鏡という題名は知恵と愚行の当然の結果を強い光の中
に明確な輪廓と暖い色で現わすから， この歴史にふさわしいと考え， イン
ドの言葉からわが国語に翻訳したというのｶﾐ大意である．次の序文によれ
ば， これはあまり有名でない作家ヒァン・フー・ツェーが皇帝タイ・ツー
の末年に『黄金の鏡』という題名でシェシアン国の言葉から中国語に翻訳
した．それを神父I.G.A.D.G.I.が中国語から普通のラテン語に翻訳し，
そして現在の出版者（ウイーラント）がラテン語写本の一冊からドイツ語に
翻訳したということになっている．
そして「シェシアンの王たち」の第一部が，ゲバール王と黒い眼の美し
いサーカシアの女性である王妃ヌルマハルとの会話からはじまる． この女
性はもはや若くはないが，快い声で此の書を読みはじめる．何処の国民で
もその紀元と歴史との間の深渕を物語で埋める． シェシアン人の祖先には
大きな猿が，楽しさ，技術，社交方法などの知識を教えたというと，王は
「猿がというのか， そんなことを考えついたのはどんな人か知りたい｣．
王妃は「それは記録にはありません． しかし木に登ったり，胡桃を割った
りする技術だけでも存在していたなら，猿が最古のシェシアン人に何か教
えたかも分りません．その技術が今では容易に見えれば見える程，猿が人
間からではなくてむしろ人間が猿から学びとったと想像されます｣．哲学
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者のダニシュメントは「美しい王妃は甚だ正確にお考えになります」とい
う． この哲学者は大変善い人物であるから王が宮廷の哲学者の中で最も好
んでいられるので，青年のミルツァと共に王妃の講読に陪席しているので
ある．そして続けて言う． 「日本の神々の一人イザナギノミコト (Isanagi
NoMikotto)はその歴史の確証する所によりますと，彼の妻イザナミ
(Ysanami)と人間的方法で行動する技術を鳥のイシタタキ(Isiatadakki)
から学びとったとのことですが， シェシアンの最古の人々もイザナギノミ
コトよりも聰明であったとは想像されません」ゲバール王はなぜかこの言
葉を聞いて頭を横にふったが，ただ王妃ヌルマハルは顔も赤らめないで話
をつづけるのである． この箇所に「ケンペルの日本帝国誌第一部第七章を
見よ」と脚注がある.2（レクラム版には脚注がない）そこでケンペルの『日本
史」英語版（乃eMS加秒qfﾉ”α",Glasgowl906,VollstandigeNeuausgabe
dererstenAuflagevonl727)を見ると，天神七代，地神五代の名が出て
いる．
TendSinSitziDai即ち偉大な精神的神(SpiritualGods)の系列であ
る．
1. KuniTokoDatsijnoMikotto
2. KuniSatsuTsjinoMikotto
3.TojoKunNannoMikotto
この三神は妻を持たなかったが,他の四神は結婚した，そしてその妻に
よって相続者を得た， しかし人間的理解をこえる方法で．
4. UtsjiNimoMikottoその妻SufitsiNinOMikotto
5.OoTonoTsinoMikotto－OoTomafenoMikotto
6. OonoTarnoMikotto-OosiWotenoMikotto
7. IsanaginoMikotto-IsanaminoMikotto
いた
『日本書紀』には「国常立尊より伊美諾尊，伊美再尊に迄るまで是を神
世七代と謂ふ」とあり， 『古事記』には「国之常立神より，以下伊邪那美
、
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神以前，井せて神世七代と称す」とある．しかしケンペルの天神七代はほ
ぽ『日本書紀』の七代にあたっている．
1. クニノトコタチノミコト
2. クニノサッチノミコト
3. トヨクムヌノミコト
4. ウヒヂニノミコト 妻スヒヂニノミコト
5. オホトノヂノミコト 妻オホトマベノミコト
6. オモダルノミコト 妻カシコネノミコト
7. イザナギノミコト 妻イザナミノミコト
『古事記』にはクニノトコタチノカミの前に五神あり，またクニノトコ
クチの次にクニノサッチにあたる神がない．その代りに四代のウヒヂニの
あとにツノグヒノカミその妻イクグヒノカミが入っている．
即ち『日本書紀』独神二代（二柱）双神五代（十柱）
『古事記』独神三代（三柱）双神四代（八柱）
となっている．従ってケンペルは『日本書紀』によって助手の青年に教え
をうけたのであろう．ただ六代のオモダルノミコトの妻はカシコネノミコ
トであるが，ケンペルではオオシヲテノミコトとなっている．『日本書紀』
では神の名の色々な読み方をあげているがこの名は見当らない．
しかし，ウィーラントがケンペルによって『黄金の鏡』の中に引用した
神話は『古事記』にはなくて『日本書紀』にある．
のたま あな1二ゑやえ＊とこ
「一書に日はく，箪袖先づ唱へて日はく，『美哉，善少男を』とのたまふ．
時に，陰神の畜燒らるを以ての故に，琵籍しとして，更に韮改め巡る．即
＊かみ みあ1よ七
ち陽神先づ唱へて日はく，『美哉，善少女を』とのたまふ．遂に合交せむ
みち に1よくなぷI) かしら＊ うごカ・
とす．而も其の術を知らず．時に鶴鵠有りて，飛び来りて其の首尾を揺
ふたはしら みそなは なら とつぎ
す．二の神，見して学ひて，即ち交の道を得つ．」（岩波版，『日本古典文学大
系67日本書紀上』）
ケンペルはイザナギが鳥の鶴鵠 (Sekire) 或は庶民によればイシククキ
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(Isitataki)の例によって彼の妻と交ることを教えられた最初の神である
と述べている．鵲鵠をイシタタキと読むことは『書紀」の注にも出ていな
いから，ケンペルは彼の記した通り庶民の呼び方を助手の青年にでも教え
られたのであろう． ウィーラントはこれをIsiatadakkiと誤記したもので
あろう．いずれにしても『黄金の鏡』は1772年の出版であるから，ウィー
ラントはケンペルの英訳本（1727）か仏訳本（1729）を読んだものと思われ
る．
2
ウィーラントはこの『黄金の鏡』によってワイマル入りをしたわけであ
るが， このウィーラントの推薦によってゲーテのワイマル入りは実現し
た．ゲーテがケンペルを読んでいたことは後に述べるが，ゲーテ時代にゲ
ーテよりも25才も年長であったカント(ImmanuelKantl724-1804)もケ
ンペルを読んでいた． カント以前にヴオルテール(Voltairel694-1778)は
『国情民俗論』1756,『カンディード』1759,「哲学辞典』1769などの中に
日本に言及し， 日本人は純潔素朴であるが，すこぶる幼稚な文化の国民と
見ているし， またモンテスキュー(Montesquieul689-1755)も『法の精
神』1748の中に，日本の法律の峻厳なことを述べている． いずれもケン
ペルによって日本を知ったという．3 ウィーラントは『カンディード』を
推薦しているところから考えると， この書物あたりから日本に興味をもっ
てケンペルを読んだのではなかろうか．
ゲーテは同時代人でありながらカントに一度も会ったことがなく，晩年
になってシラーを通じてその思想を知るに至ったにすぎない． しかしゲー
テ時代の人として， 日本を如何にして知ったか， また日本を如何に見てい
たかを見てみたい． カントの『自然地理学』は自ら筆をとったものではな
いが，その生前彼の希望もあり聴講者の一人がリンクの手控によって編纂
した． ところが日本に関する組織的叙述が散逸していたので，桑木厳翼博
－97－
」
士は「カントの観たる日本」の中にシューベルトの記事によってその大略
を述ぺた.40年近くたって昭和41年に出版された理想社の『カント全集』
第15巻『自然地理学』三枝充真訳には Geelanによって出版された全集中
の『自然地理学』 Adickesによって編纂された『自然地理学補遺』の他
に「日本」の項をふくむ Glasenapp本も訳出されているので，桑木博士
の文章を補うことが出来る．カントは1755年ケーニヒスベルク大学の私講
師になったのであるが，三枝氏の解説によると，カントは「大学の指導を
始めるとすぐに，勉学する学生が非常に等閑に付していることは，経験を
積むことに代り得る充分な歴史的知識をもたずに，早くから思弁すること
を学ぶ点にとくにいちじるしいことを悟ったとき，私は地球の今日の状態
に関する歴史，もしくは最広義における地理学を，彼らが一つの実践理性
に用意してそれを役立ち得るようなものについての快適で容易な総括たら
しめるよう，そしてそこで始められた知識をますます拡大して行こうとす
る意欲を喚起させよう，という計画を心に抱いた．当時私の最も主なる注
目が向けられた箇所に関するそうした学科を，私は自然地理学と名づけた」
と述べて， 人間学の講義に 20年余り， 自然地理学に約40年の歳月がかけ
られた．しかもカントの自然地理学講義は，自ら言っている通り通俗講演
であり，大学の学生のみならず，さまざまな社会人も多数聴講して堂に満
ちた.1762年から1764年にわたっては，ヘルダー (J.G. von Herder 1744-
1803)も聴講して『人道主義促進のための書簡』 1795の中にカント像を描
しヽた．
カントの『美と崇高との感情性に関する考察』 1764の第四章「崇高と
美との異なる感情性に基ずく限りに於ての国民性について」の中に「日本
人はいわばこのアジアのイギリス人と見ることもできよう．併し極端な強
情に堕する不動性，其勇気及び死の軽視等の以外の性質に於ては似たとこ
ろはない．兎に角，彼等は高尚な方の感情其物の徴候をあまり示さない」
（上野直昭訳）
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『永遠平和の為に』1795の「永遠平和の為の第三確定条頃一世界公
民法は普遍的なる友好の諸条件に制限さるべきである」の中には， 「東イ
ンド（ヒンドゥスタン）に於ては，単に商業的植民を意図するのであるとの
口実の下に外国の軍隊を移入し，それによって住民を圧迫し，その諸国家
を広汎な戦争に煽動し，餓餓，内乱，裏切，その他，人類を悩ますあらゆ
る禍悪の嘆きのあらん限りをもたらしたのである．だからシナと日本Ja-
Pan(Nipon)とが一応これらの賓客を試みてみた後に， 前者は来航はな
るほど許可するとしても入国は許可せず，後者は来航することさえ唯一つ
のヨーロッパ民族，即ちオランダ人にのみ許可し， しかもその際にも彼等
を囚人の如くに取扱って自国民との友好関係から除外したのは賢明なこと
だったのである」 （高坂正顕訳）
『人間学』1798の「第二部一人間学的性格叙述」の「顔立について」
の中に「なお， 自国に住む異邦人の見慣れない顔は，かって生国を出たこ
とのない住民達にとって潮笑の的となるのが普通でもある．たとえば日本
の子供達は，そこで商売を営んでおるオランダ人の後から走って来て『お
やおや，大きな眼玉をしてやがる，何て大きな眼だろう』と叫ぶし， シナ
人達にはシナを訪う多くのヨーロッパ人の碧眼は可笑しいものに見えるの
である」 （坂田徳男訳）
カントの『自然地理学』における日本Niphon(Nippon)についての記
述は，総括，国民性，宗教，学問と技術，天産物と分れ， 日本訳で10頁に
満たないものである．彼の日本についての典拠に関しては前述のグラーゼ
ナップの説明がある． 「当時日本について関説した一切の書物が， 直接間
接にたよっていた日本に関する主なる権威は，すぐれたドイツ人の医師か
つ旅行者のエンゲルベルト ・ケンプァーであった」 (Kaempferは近頃ケン
プァーと書くようであるが,昔から言われているケンペルを筆者は用いる）として，
彼の日本史の英訳本， フランス訳本，オランダ訳本，二つのドイツ語の手
記とケンプァーの原稿から出版された英訳とに基づいてProf.Chr.Wilh.
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Dohmの，，Geschichteund Beschreibung von Japan" (1777-79)が出
版された．その簡約本 (1783)も出た．この Dohmの書物が現われる以前
には， ,DieHeutige Historie oder der Gegenwartige Staat aller 
Nationen"があり，第一部の別章は CaptainSalmonの日本の記述が全
紙二枚だけの英語の報告にすぎなかったので， M.von Gochがオランダ
語で更に附加して独訳された． （アルトナ 1733) またスウェーデンの自然
学者 KarlPeter Thunbergの，，Reise<lurch einen Teil von Europa, 
Afrika und Asien, haupt率chlichin Japan in den Jahren 1770 -
1779"が1792年に出て，日本に関する章は 1794年に出版されたこの著作
の第二巻に掲載されているが， Thunbergは Kaempferの著作を数多く
利用している. Glasenappはこの他にも名をあげているが， 冒頭に述べ
ているように， その主要なものは皆ケンペルと言って差支えないであろ
ぅ．
マーティアス・クラウディウス (MathiasClaudius 1740-1815)という民
衆的抒情詩人がAsmusの筆名で書いた，，SamtlicheWerke des Wands-
becker Bothen" 8巻 (1774-1812)の中には， 日本を題材とした作品が
あるよしである．筆者は未見であるが石本岩根教授の研究によれば，明ら
かにケンペルによっていることが分るという.4 
ヘルダーが『人類歴史哲学考』 1784-91の中に日本のことを述べてい
るのも，カントの自然地理学を聴講した者として想像出来ることである．
桑木博士の説くところによれば，ヘルダーは批評哲学の徒ではなかったか
ら，その中心思想はライプニッツの哲学であり，人類の歴史を宇宙開闘の
自然史から人間の現われるまで一貫した原理で説こうとした． カントは
,,Ideen"の第一部を批評して形而上学または感情の羽根に乗った空想力に
よらないで理性によってその仕事を完成するように忠告している．手許に
あるヘルダー全集東独版には丁度第6巻アジアの所が省略してあって，ヘ
ルダーはアジアを人類最初の文化の最も古い所在地であり国家であると規
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定している．彼はそのことに就て口頭又は文書で探求していると書いてあ
る． カントの日本知識の材料が主としてケンペルにあることを考えれば，
ヘルダーもそれ以上を出ないことは明らかであろう．
3
ゲーテ(WolfgangvonGoethel749-1832)は1814年7月，ライン地方に
遊んで『ライン，マイン及びネッカー河畔の芸術及び遺物』1814-15を書
いた．そのうちダルムシュタットでその大公国が建てた博物館を見た時，
そこの陳列品のあまりにも多いために簡単なカタログを渡されるが，見る
に価するあらゆる世紀と地方にわたる芸術品が陳列されていると言っても
言いすぎではないと述べて，花瓶，水がめなどの名をあげ， 「古代及び近
代のシナ及び日本の製作品」（…sogutalterealsneuerechinesischeund
japanischeArbeiten．． .) とあるが，それより一年程前に書かれた『ドイ
ツ語をポーランドに入れるに就ての提案』 VりγSc"ﾉ"gz"γE"〃〃""g
〃γ""sc"2〃助γαc"e伽肋〃".(1813-14)には一年に2回か3回重
要な都市で短期間興行の出来る巡回劇団を幾つか作り，そこで純粋なドイ
ツ語を使って各層の子供から老人までが日常生活で使用する表現を脚本に
書きこむことを提唱している．その中に「われわれはドイツの劇場で演じ
られる家庭的場面で経験したのであるが， 日常生活で殆ど同じように行な
われることでも，それがセンスと才気を以て舞台の上で演じられると，大
きな興味をひくことがある．われわれがケンペルを読むとオランダ人たち
が普通のお辞儀や応対の仕方，それに日常の作法をやって見せると日本の
皇帝僅者注，将軍綱吉）は大変興味をもたれたという． ところで教養のな
い国民には工夫と才能を用いて， ある時はその国民自身の礼節と悪習と
を，ある時は支配的国民の教養ある礼節を演じ，その所作がすでにパント
マイムとして理解され，言葉はただそれを補うものとして付け加えられる
ように演ずれば確かに相当の価値があるのであろう」とある．ゲーテはや
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1
はりケンペルを読んでいた． しかもその頃にはケンペルの独語版も出てい
たのである．
7年戦争の頃から貴族の勝手な振舞いのために弱体化したポーランドに
対し， ロシアが勢力を拡張しはじめた．オーストリアはフリードリヒ大王
の提案をうけいれて， 1772年三国によるポーランドの第一次分割を行なっ
たが， 1793年にはプロイセンとロシアの間で，1795年にはプロイセン，オ
ーストリア， ロシアで分割を行ない， ポーランドはヨーロッパからその姿
を消してしまった．そのあとポーランドはヨーロッパの政治問題となった
が，有識者の間でも論議が交わされたものであろう．ゲーテもその頃この
文章を書いたのであった．
グリム兄弟と日本との関係は，高橋健二博士の『グリム兄弟』に特に一
章を設けてあるから，その中から主要な点のみをあげて置こう．
ヤーコプグリム(JacobGrimml785-1863)
ウイルヘルムグリム(WilhelmGrimml786-1859)
ゴロヴニーンの『日本幽囚記』 1817-18のドイツ訳が出ると，ウイル
ヘルムはすぐにそれを紹介し，又ゴロヴニーンを救出するために奔走した
デイアナ号副長リコルドの『日本紀行』の独訳も紹介しているが，最も興
味をそそられたのはケンペルであった．兄ヤーコプは『ドイツ法律古事
誌』の終りに日本人の火による犯罪判定法と，潔白を証明する飲み物のこ
とをケンペルから引用した． もう一つ，グリム童話集の注に日本の童話が
一つだけあげられている． これは弟ウィルヘルムの仕事であったがやはり
ケンペルから採用しているという．
ハイネ(HeinrichHeinel797-1856)はゲーテの同時代人と言っても，ハ
イネがゲーテをワイマルに訪ねたときは，ゲーテは75才，ハイネは27才ま
るで孫のようなものであった． 日本においては，ケンペルの後継者ともい
うべきシーポルトがその輝かしい業績を残して去らんとする頃であった．
ハイネはシーポルトの助手ビュルゲルにパリで会っている程であるが，グ
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リム童話集にとりあげられた蛾(Nachtfliege)の話から「とんぼ」L伽脆
という詩を作った。とすればハイネの日本知識も亦ケンペルに負うている
といわなければなるまい．
ErnstEIsterの出版した『ハイネ全集』新版第2巻の『ロマンツエー
ロー』のあとに「ロマンツェーロー拾遺」と題され，そのはじめに「1853
年と1854年との詩」があって，その次が遺稿である．1853年と1854年の詩
は23篇あり，第9篇に「とんぼ」がある．これらの詩はハイネの生前1854
年10月に出た『雑録』にふくまれている．この「とんぼ」の注のところに
初稿がのせてあって，グリム兄弟の『子どもと家庭の童話』第3版1856の
叙述による旨が述べられ，グリムの文章があげてある．高橋博士によれば
’
第3巻の初版1822に出て居るという．
4
とんぼ（初稿）
青いとんぼは
甲虫の国では一番美しい人
蝶たちは情熱的に
この美しい女にほれている．
彼女の腰はほそく，
紗の羽根の着物をつけている．
動きの一つ一つに均斎がとれ，
彼女は大胆に空中を飛ぶ．
色とりどりの恋する者たち
彼女のあと追い，幾多の若い酒落者たち
大声で誓って言うに「オランダでも
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ブラバントでも君にあげるよ．僕の情熱に従わないか」
’
’
すると不実なとんぼは言う，
「オランダやブラバント，そんなものはいりません，
私のほしいのは少々のあかり，
私の部屋を明るくするのよ」
’
彼らはこの声聞くや否や
ほれた者たち張合って飛んでゆく
忙しくあちらこちらと探すのは
美しい人のための少々のあかり．
一人が蝋燭見つけると
それにめくらめっぽう飛びこむ編されて
炎は哀れにも甲虫をくいつくす
彼とそのほれている心臓を
このお話は日本のことです，
だがドイツでも，ねえ， しかし
とんぼは居ります．
とても陰険で悪魔のような奴が．
『告白」の書かれたのも此頃であって， 『雑録』 3巻の第1巻に収めら
二・ ビュルゲルに会ってから思いを遠く走せてケンペルの日本を思い出
二のであろうか．既に1825年10月はじめ友人モーザーにあてた手紙に
「本の話になると， ゴロヴニーンの『日本旅行』をおすすめします．
れた．
した
は，
きみは日本人が世界中で最も文化の高い，最も優雅な国民であることをそ
I
l
’
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の本から知ります．驚いたことに， この国民が何よりもキリスト教を憎悪
し恐れているということをこの本で読まなかったならば，わたしは日本人
が最もキリスト教的な国民であると言ったでしょう．わたしは日本人にな
りたいのです． 日本人には十字架ほどいやなものはないのです，わたしは
日本人になりたいのです」と書いている.5ゴロヴニーンを読んだのも尊敬
しているグリム兄弟の紹介によったのであろうか． しかし「初稿とんぼ」
は単にグリムによったのであったが， 「改稿とんぼ」ではパリに亡命して
から故郷を遠く離れた流鏑の歎き，マチルデが連れてくるならず者との交
際，彼の気に入らない人々との交わりが彼を苦しめ，それを友人にも洩ら
しているが， この改稿にもその影を落していると注にある．
とんぼ（改稿）
美しいとんぼが飛んでいる
小さな川の波の上，
とんで来てはまたとんでゆく，
ちらちら光りきらきら輝く道化さん．
若い甲虫のお馬鹿さんたち大ぜいで
見とれているのだ青い彼女の紗の着物，
七宝のようなそのからだ
ほっそりとしたその腰を，
若い甲虫のお馬鹿さんたち大ぜいが
少しばかり自分の理性を失った，
惚れたものたちぶんぶんと愛だの誠だの，
オランダでもブラバントでもと約束する．
美しいとんぼが笑って言うに，
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「オランダもブラバントもいりません，
私の愛のほしい方，急いで行って
火を少々持って来て，
料理女が産気ずきました．
私はスープを作らねばなりません，
かまどの炭は消えてます－
火を少々早く持って来て」
不実な女が言いも終らぬそのうちに，
甲虫たち急いでとび去った．
間もなく火を探しもとめつつ
故郷の森をはるかあとにする．
｢
彼らは見つける蝋燭の火を，恐らく
灯のともっているあずまやで，
ほれた者どもめくらめっぽう
突入するは蝋燭の燃える炎に．
ぱちぱちいって蝋燭の火はくいつくす
甲虫たちもそのほれている心臓も，
いのちを失った者もあれば，
すでに羽根だけ失った者もいる．
ああ，可哀そうな甲虫，羽根の焼けた
甲虫！ 他国へ行って
うじ虫のように地上を這わねばならぬ，
’
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いやなにおいのする湿った虫けらどもと．
流諦の土地でわるい仲間は
辛苦の極だと彼の歎きを聞くがよい，
おれたちゃ毒虫や南京虫の
群れともつきあわねばならぬのだ，
奴らはおれたちを仲間あつかいする，
俺たちゃ同じ汚物の中を歩いているからさ―
※ 
地獄と流諦の詩人，あのヴァージルの弟子が
とっくに歎いて言っている．
悔しまぎれに良かった時を思い出す，
すばらしく羽根を広げて
故郷の空をとびまわり，
日まわりの上で揺れていたあの時を
薔薇のうてなから養分を吸い
そして高貴な気分だった，
けだかい心の蝶たちゃ，
芸術家の蝉ともつきあった一一
今は哀れにも私の羽根は焼けうせた．
祖国に帰ることも出来ないし，
私はうじ虫，そして倒れ死ぬ
そして腐るのだ他国の汚物の中で，
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Iああ，ほそい腰の
あの青い男たらし，あのとんぼに
俺が会いさえしなかったらな－
あの美しい不実な女郎に！
要するに， ゲーテ時代の日本知識はほとんどすべてケンペルの『日本
史』を源とすることを述べたかったのである． しかしこれは私の発見でも
何でもなく，すでに常識となっていることであろう．それをやや詳細に書
きとめたに過ぎない。
5
昭和41年（1966）はケンペル没後250年，シーポルト没後100年に当った
ので，東京の独逸東亜細亜研究会(0.A.G.)では『ケンペル，シーポルト
記念論文集』を発刊した. 300頁に余る日独両文の書物である．沼田次郎
氏は「日本におけるケンペルとその影響」を書き， 「日本の開国以前の西
洋人の日本研究においてケンペルによらないものはない」という牧健二氏
の言葉をくり返している．私はこの記念論文集を紹介する意味も兼ねて，
ケンペルの生涯をふり返ってみたい．
HannoBeck氏によれば,EngelbertKaempferは1651年9月16日，
Lemgoの牧師の子として生れた．当時のドイツで色どり豊かだったのば
政治上の地図だけだった．外的には決してめぐまれていないケンペルが，
レムゴとハーメルンとリューネブルクのギムナジウムで勉強できたのは彼
の才能のゆえだったのであり， これは大したことだった． ハーメルンか
ら， 17才になったばかりのとき，すでにオランダまで研究に出ている．ド
イツの各地を歩きめぐり， リューベックのラテン語学校， ポーランド領ダ
ンチヒ（1673年）のギムナージウムに学び，トルン（1674年）とクラカウの
大学で学んだが，飢えてしばしば麻パン食を余儀なくされた． 1676年から
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1681年のあいだ，短期間休んだこともあるが，ケーニヒスベルクの大学に
学ぶ． 古典諸語のほかフランス語， スウェーデン語， ポルトガル語，英
語， ロシア語，それにポーランド語をマスターし， 自然科学に非常な興味
をもち，ついに医学徒となった． これは旅行者となって，烏籠のように狭
い母国から逃れだすのに大変に都合がよかった．彼の大学での勉強はすべ
てこれ旅行の一般的準備と見なしてよい． ドイツの諸侯では探険旅行など
する財力がなかったので， スウェーデンに行き， カール11世が東洋との貿
易をしようとして企てた外交使節団に加わった． 1683年ストックホルム出
発，モスクワに着いて同時在位の二人の皇帝，病弱なイワン帝とのち「大
帝」となったペーター帝に会った．皇帝たちは17才と11才の若さだった．
ケンペルは多様な印象を短かくて適確， しかも尖鋭な形にまとめて表現す
る能力をあらわした． 「ロシアにはたくさんの教会とわずかな聴衆， 多く
の泥酔者と少しばかりの酒樽，たくさんの娼婦と僅かな娼家しかない． ロ
シアでおおいに促進されているものは，鐘と馬と女だ」 （筆者はハイネの
『ハルツ紀行』の有名なゲッティンゲンの描写を思い出す)ペルシアでは占星術師
の許しが出るまで4ケ月， イスファハーンで旅行を待っていなければなら
なかった，その間に羅針盤と製図板で詳細な市内地図をつくりあげた， こ
の地でインド行きを考え，使節団と別れてオランダ東インド会社に採用さ
れた． しかし船が出るまで熱病の巣ともいうべきベンダーアバスで2年間
待っていた，恐るべき忍耐力である， インド， ジャバを経て1690年9月23
日長崎湾外に着いた．ケンペルは学生時代から，他の人々とコンタクトを
つくりやすい人柄だった．そのために非常に多くの日本人からたくさんの
ことを聞くことが出来た．その上医者として彼らを助けてやった． また24
才の教養ある青年を「下僕」として与えられた． その名が伝わらないの
は，その青年に迷惑がかからぬようにとのケンペルの配慮だと言われてい
る． 1692年10月31日に日本を去った．翌年5月，南阿着,7月はじめまで
希望峯に滞在，奥地を歩く， 9ケ月オランダに滞在して， ライデン大学で
1
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医学博士となり， 11年前に出て行った故郷レムゴに帰ったのである．ケン
ペルはレムゴ市近くのリーメ川のほとりに，父の石造りの家を相続し，今
までの旅行を綜合的にまとめる仕事に没頭することとなった．患者と「ほ
ら吹き」と訪問者が彼の時間を奪い，仕事ははかどらぬ．包括的な研究を
容易ならしめる大図書館の設備もなかったし，時代の指導的学者との活溌
な交流もなかった． リッペの領主が彼を侍医に命じたことは彼の重荷を軽
くしてやるどころか，彼にもっと多くの仕事を与え，彼を下僕のように扱
った．それで遂に相当な持参金つきのある金持ちの商人のひとり娘と婚約
することにした. 50才になって彼は15か16才の少女と結婚した．ゆたかな
持参金が自分の奴隷のような勤務をやめ，大きな旅行記を完成させてくれ
ると思ったのである． しかしケンペルは正真正銘の悪妻を背負い，惨惜た
る不幸な結婚生活を送ることとなった． 1712年彼の最初の書物『異国奇
談』がラテン語で出版された．序言で彼は原稿の出来上っている3巻の書
を予告している． 1は現代日本， 2は世界の向う側の植物誌， 3が3部か
らなる旅行記であった． これらの書物は1冊も出ずにおわり，ケンペルは
悲憤のうちに1716年11月2日永残した．65才であった．
またKarlMeier-Lemgo氏は『ケンペルとその環境』を書いて，彼の
生涯において親交を結んだ人々との関係を書いているが， 日本人について
は，ケンペルの言葉をあげている． 「地上のどんな国民も日本人ほど丁重
な民族はない． この丁重さを我々は参府旅行中我々のすべての訪問者に見
た．いや，一番低い農民から最高の支配者まで，彼らの生活のしかたは実
に上品なので，国中が礼節と礼儀の高い学校だと言いたくなる．そして，
やさしくて好奇心の強いこの国の人は，すべて外国のものを高く尊重して
いるので，我々外人を，許されれば掌中にいれてでも運びかねないほどだ
と言える｣．ケンペルの晩年については，前述のハンノー･ベック氏と同じ
歎きを記している． 「かって人生の智者であった彼が， ただライフワーク
を完成し，研究生活の意味をみたすためにだけ，その禍にみちた愚行をし
’
’
｜
’
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たのだった．彼は3人のおのが子の墓に葬られるのを見た．計画した4巻
の書のうちたった一冊しか印刷出来なかった.」
以上『記念論文集』のうちケンペルに関しての執筆者沼田次郎，ハンノ
ー・ベック， カール・マイヤー・レムゴ三氏の論文を抄記したが，その他
ケンペルの著作目録，ケンペルに関する文献目録， 日本におけるケンペル
研究文献目録がある． これらによってゲーテ時代の日本知識も更に詳細に
調べ得るであろう．丁度今届いた丸善の『学鐙』 9月号には，ケンペルの
『日本史』独語版がハンノー・ベック氏の解説をつけてリプリントされる
予告が出ている．まことに喜ばしいことである． （昭和45年9月28日）
??、??
朝日新聞，昭和45年2月27日
上村清延『ドイツ文学と東洋」昭和26年
『ケンペル， シーポルト記念論文集』昭和41年桑木厳翼「カントの観たる日
本」（『カントと現代の哲学』大正5年）
田中梅吉『日独言語文化交流史大年表』昭和43年
舟木重信『詩人ハイネ』「生活と作品』昭和40年
??
DieKenntnissederDeutschen
vonJapaninderGoethezeit
S"淫移sα伽S"z"〃
SchonseitdemBeginndesl7・Jahrhundertswurdenimganzen
katholischenEuropadieTheaterstilckeaufdieBtihnegebracht,
derenStoffeKirishitan-Daimy6(diechristlichenFijrsten)inJapan
waren.FolglichwurdederNameJapanauchinDeutschland
eingefUhrt.InGrimmelshausensSY""biSs""s,derl668von
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ihm geschrieben wurde, sind nur die Bezeichnungen „Japonia" 
und „Japonier" zu lesen. 
Im Jahre 1727 erschien The History of Japan von Kaempfer, 
als englische Übersetzung seiner Handschrift. Es folgten dann 
deren holländische und französische Übersetzung. Montesquieu 
und Voltaire, die diese Übersetzung gelesen hatten, schrieben über 
Japan in ihren Büchern. In der Goethezeit las Wieland Kaempfers 
Arbeit in Übersetzung und führte die Mythe von Izanagi und 
Izanami in seinem Buch Der goldne Spiegel an. Durch dieses 
Buch anerkannt, erhielt Wieland einen Ruf nach Weimar, und 
danach wurde durch seine Empfehlung auch Goethe dorthin be-
rufen. Dieser las auch Kaempfer, weil damals in Deutschland 
in Muttersprache Kaempfers Geschichte und Beschreibung von Japan 
schon herausgegeben worden war, und schrieb über Japan in 
einem Aufsatz. 
Kant, den Goethe in seinem Leben niemals gesehen hatte, las 
auch Kaempfer und in seiner Vorlesung über die physische Geo-
graphie war von Japan die Rede. Er schrieb auch in seinen 
Büchern über Japan. Herder, der Kants Vorlesung als Student 
gehört hatte, schrieb über Japan in seinen Ideen der Philosophie 
der Geschichte der Menschheit. Die Brüder Grimm lasen auch 
Kaempfer und führte ein japanisches Märchen von der „Nacht-
fliege" in dem 3. Band ihrer Haus- und Kindermärchen an. Von 
diesem Märchen angeregt, schrieb Heine in seinen letzten Jahren 
ein Gedicht mit der Überschrift Die Libelle. 
Um es kurz zu fassen, die Schriftsteller in der Goethezeit 
suchten alle die Stoffe bei Kaempfer, wenn sie Japan kennen lernen 
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und. darüber schreiben wollten. Im Jahre 1966 hat die 0. A. G. 
in Tokyö anläßlich des 250. Todestages Kaempfers und des 100. 
Todestages Siebolds eine Gedenkschrift herausgegeben. Dieses 
Buch wird sicher weitere Aufschlüsse über die Kenntnisse von 
Japan in der Goethezeit liefern. 
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